





















































（/i, e, a, o, u/）である。五母音中、/o/ のみ円唇性があり、特に母音 /u/ は円唇性を欠き、多く
の方言で /u/ は非円唇の異音 [ɯ] として現れる。五つの母音の典型的な異音は：/i/: [ i̞ ]、/e/: [ e̞ ]、
/a/: [ a- ] または [ɑ+]、/o/: [ o̞ ]、/u/: [ɯ+] または [ ɨ ] である（斎藤 2006；Vance，2008）。これら
五つの母音すべてが短（/V/ [V ]）－ 長（/VV/ [V: ]）と長さの対立があり、母音長は語の弁別性
を持つ。しかし、この長さの対立は母音の数 /V/（一つ）か /VV/（二つ）の音節構造の違いで
あり、V と VV の間に音素的対立はない。しかし、日本語母語話者はこの母音の数、つまり長さ
の違いを確実に聞き分け、生成においても明確に長さを区別する（韻律の項目参照）。





　子音は音素としては、破裂音 /p, b, t, d, k, ɡ/、鼻音 /m, n/、摩擦音 /s, z, h /、接近音 /w, j/、
弾き音 /r/ （[ɾ ]）があるが、各音素は音韻環境により様々な異音として現れるため、実際によく


















ある（Kaiki & Sagisaka, 1992）。実際の自然発話では必ずしも各モーラ長がほぼ同一となるわけ
ではないが、各音素の継続時間の調整はモーラ境界を挟んでよりも同一モーラ内で顕著に起き































































項目 具体例 語中の位置 学習者の母語
/p, t, k/ の気息化
と [ th ] ても、たか [kh ] い、





～と [ʈ ] 思います、
だいがくで [ɖ ] は
ミャンマー、
インドネシア
/p, t, k/ の有声化 こと [ t̬ ] ば 語中 韓国、中国
/b, d, g/ の無声化
だ [ d̥ ] いがく、ど [ d̥ ] くりつ、
ぶ [ b̥ ] どう
語頭 韓国、中国
/s (i)/ [ ɕ (i) ] の歯茎音化 わたし [s ] 語頭、語中
インドネシア、
ベトナム







（1）日本語の /si/ の発音は歯茎硬口蓋摩擦音の [ɕi ] であり、破擦音は歯茎硬口蓋音の [tɕ ] であるのが一般的
であるが、鹿島（2002）は [tɕ ] と [tʃ ] を区別せず、[tʃ ] で表記している。また、日本語アンケートの回答
は平仮名かカタカナで間違った音を表記しているため、実際の発音が [tɕ ] なのか [tʃ ] なのか不明である。
したがって、表１では [tɕ ] と [tʃ ] の両方を併記した。
（2）「どうぞ」→「どうじょ」も注１と同様、[dʑ] か [dʒ ] か鹿島（2002）でもアンケートの回答の記述でも不
確かなため、[dʑ] と [dʒ ] の両方をを併記した。
項目 具体例 語中の位置 学習者の母語
/s (i)/ [ ɕ (i) ] の破擦音化 し [ tɕ/ tʃ ] 1 っている 語頭、語中 タイ
/s/ の硬口蓋化 ガス [ʃu ]、せ [ ʃe ] んせ [ ʃe ] い 語頭、語中 トルコ
/sj/[ɕ ] の歯茎音化
しゅしょ [s ] う、しょ [s ] うがくぶ、
いらっしゃ [s ] い
語頭、語中 韓国、中国
/z/ の無声化 ござ [s ] います 語中 タイ、スペイン
/z (o)/ の後部歯茎破擦音化
どうぞ [dz/dʒ ] 2、ぞ [dz/dʒ ] う、




[ts (ɯ) ] の摩擦音化
くつ [s ] が 語中 タイ、スペイン
つ [s ] き、つ [s ] なみ 語頭 英語
[ts (ɯ) ] の後部歯茎音化
くつ [ tʃ ]、ひとつ [ tʃ ]、つ [ tʃ ] ち、




[tʃ ] の摩擦音化 はち [ ʃ ] ばん 語中 タイ
/z (u)/ の後部歯茎破擦音化





/z (e)/ の後部歯茎・無声化 ぜ [ tʃ ] んぶ 語頭 韓国
/dj (o)/[dz(o) ]) の摩擦音化 こうじょ [z ] う、じゅ [z ] うしょ 語頭、語中 韓国、中国
/dj (u)/[dz (ɯ) ] の無声化 じゅ [ tʃ ] うがつ 語頭 韓国
/dj (u)/ [dz (ɯ) ] の無声摩擦
音化
じゅ [ ʃ ] うがつ 語頭 スペイン
/dj/-/j/ の交替
かんじゃ [ j ]、だいじょ [ j ] うぶ、
よ [dʒo ] ろしく
語頭、語中 オランダ、スペイン


































長さでの発音、Ｈ－４後続音が母音の時、撥音を [n ] で代用、Ｈ－５後続音が母音の時、撥音と
母音の間に [n ] を挿入、Ｈ－６撥音を [ŋ ] で代用、の六つの項目について調査し、すべての項目
の間違いの例が挙げられた。Ｈ－２の例では「皆さん」→「みんなさん」の指摘がＬ１を問わず








/N/ の長さとシラブル構造の変化の両方の問題である。Ｈ－５は撥音 /N/ の長さは１モーラ分


























































（１）（C） （j）VQ ：売った /u.Q.-ta/ 掘った /ho.Q.-ta/ 食器 /sjo.Q.-ki/
（２）（C） （j）VV ：愛 /a.i/ 問い /to.i/ 十 /zju.u/












　残りの二つの項目（４）拗音（/CjV/）と（５）母音の無声化（/C̥V̥C̥V/）（記号 C と V の下の
白抜きのマル /̥ / は無声音を表す）は、本来音節構造にかかわる問題ではない。拗音化をもたら
言語 プロミネンス リズムの単位 母音の長短 促音 撥音
日本語 ピッチアクセント モーラ ○ ○ ○
英語 ストレス フット × × ×
スペイン語 ストレス シラブル × × ×
フランス語 フレーズアクセント シラブル × × ×
韓国語 フレーズアクセント シラブル ×1） × ×
中国語 トーン シラブル × × ×










　拗音に関しては、/CjV/ を /Ci.jV/ と２モーラ２音節で発音する学習者が多い。/i/ と /j/ は音




子音は後続音節のオンセットに移動し、二音節構造 /ksu-ri/ となり、「聞く」は /kik/（１音節）、









を表す指標）等、様々な単位が提唱されているが （Ramus et al., 1999; Grabe et al., 1999; Grabe & 
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Ｈ－６．撥音を [ng] と発音し [ ング ] のように聞こえる。
（４）拗音
Ｙ－１．（日本語学習者が）拗音の有無を聞き分けられない。
Ｙ－２．拗音を欠落させて発音する。
Ｙ－３．拗音を直音で発音する。
Ｙ－４．拗音を挿入して発音する。
Ｙ－５．直音を拗音で発音する。
（５）無声母音
Ｍ－１．（日本語学習者が）無声化母音の有無を聞き分けられない。
Ｍ－２． 母音が無声化環境にあり，かつその母音にアクセントがある場合，その母音を無声化せずに発音す
る。
Ｍ－３． 母音が無声化環境にあり，かつその母音にアクセントがない場合，その母音を無声化せずに発音す
る。
Ｍ－４． 母音が無声化環境にある場合，その母音にアクセントを置き，無声化して発音し，かつその母音の
前の無声子音を長く発音する。
Ｍ－５． 母音が無声化環境にある場合，その母音にアクセントを置かずに，無声化して発音し，かつその母
音の前の無声子音を長く発音する。
Ｍ－６． 母音が無声化環境にある場合，その母音を無声化して発音し，かつ無声化した拍を普通よりも短く
発音する。
Ｍ－７． 母音が無声化環境にあり，かつその母音の前後に同種の摩擦子音がある場合，その母音を無声化し
て発音し，かつその前後の摩擦子音を一つにして発音する。
